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1　より多くの情報を早く収集し、素早く
対応できる体制を作れるよう検討して
いく。
２　立会においての状況説明を十分に
行い、登記が進められるよう理解を求
めていく。

茅野市道路河川等整備計画

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1
道路・河川管
理対策（5）

おおむね順調

（R4評価）
1　定期的な道路パトロールを行
い早期の発見に努めている。
２　未登記道路の解消のため、境
界立会での発見により積極的に
登記を進めている。
（総括評価）
1　破損個所の早期発見、補修を
継続して行っている。
２　未登記道路の解消を継続的
に行っている。

（R4・総括評価共通）
1　市内道路は全体的に老朽
化が進んでいるため、早期の
改修を行っていく必要がある。
２　土地所有者の合意や協力
が必要であるが、相続などの
問題があり、すべてが解決で
きない場合がある。

進捗
評価

おおむね順調 説明

（R4・総括評価共通）
橋梁修繕は、第2期橋梁長寿命化計画（R2～R6）、舗装修繕は、第2期舗装集中修繕計画（R2～
R6)に基づき、カーブミラー他道路付属施設等の更新は、道路パトロールや地元要望などからの
情報提供をいただき、速やかに進めることができている。幹線道路の1級18号線は用地買収を実
施し工事着手に向け地元調整を続けている。

今後の重点化
施策番号

3

関連市民団体等名称

開催回数

参加延べ人数

関連市民団体等名称

説明

橋梁修繕は、第2期橋梁長寿命化計画に基づき、舗装修繕は、第2期舗装集中修繕計画に基づ
き、計画的に進める必要がある。
特に、舗装修繕事業は交付金事業であるが、交付金の内示率が低いため、財政状況を鑑みなが
ら進めていく必要がる。
関係する市民団体はない。

（R4・総括評価共通）
道路施設等の老朽化が著し
く、劣化の速度が加速している
こと、人件費と材料費の上昇に
より工事費の高騰が懸念され
る。

補修修繕実施箇所の優先順位の決定
と複数個所をまとめて発注といったコ
スト縮減の工夫

3
道路・河川建
設対策（1）

おおむね順調

（R4・総括評価共通）
舗装集中修繕事業は、第2期工
事（R2～R6）に位置付けた個所に
着手し計画的に実施している。
交付金事業はメンテ事業（橋梁修
繕、点検）は第2期橋梁長寿命化
計画に基づき計画的に進めら
れ、1級18号線は地元調整中であ
るがR5年度から事業再開する。

（R4・総括評価共通）
メンテ事業（橋梁修繕）につい
ては、経過観察中の20橋の修
繕方針と通行規制している４橋
の対応を検討する必要があ
る。
交付金事業について、有利な
交付金（強靭化事業）を利用
し、1級18号線早期完了に向け
て確実に補助金の確保をする
必要がある。

メンテ事業（橋梁修繕）について、経過
観察中の20橋の修繕方針を検討し、
橋梁損傷度の高い橋梁については早
期工事を実施していく。
1級18号線の工事実施を効率的に実
施できるよう、国庫補助金の補正予算
や管内流用を積極的に活用していくこ
とが必要である。

やや遅れている

開催回数

参加延べ人数

関連市民団体等名称

開催回数

主な意見 市の考えや対応など

各交通安全施設の設置に係る優先順
位付けをしながら、更新が停滞してい
る主要路線の路面標示を今後も積極
的に実施する。

（R4・総括評価共通）
ハード面では、緊急性がある老朽
化ミラーの更新を積極的に実施し
ている。また、区・自治会等から
の要望に対する整備も優先度に
より実施している。
ソフト面についても、関係機関と
連携して教室を実施している.

（R4・総括評価共通）
施設整備に多くの費用が発生
する。特に除雪で削れる道路
区画線の更新は優先度が低く
なりやすい。また、歩行者を守
るポールの設置について要望
が多いが、設置が限定してしま
う。

4
交通安全対策
（3）

おおむね順調

2
道路・河川維
持対策（2）

おおむね順調

（R4・総括評価共通）
地区要望箇所は概ね対応した。
（89.9％）

第７次十箇年計画を開始。糸魚川静岡
構造線上の宮川・金沢地区
（新井・高部・安国寺・西茅野・西山・坂
室。
木舟・大池・新金沢・金沢）を選定。
補助率の低迷は、次年度以降急傾斜
地であり、災害発生地の宮川２区（高
部）３区（安国寺）を実施するため、補
助率100％に近い内示が出て好転す
る。

（R4評価）
・玉川10区（FⅡ-2,G,H工程）0.22
㎢の実施。
・玉川11区（E,FⅠ,FⅡ-1工程）
0.02㎢の実施
・宮川１区（C,E,FⅠ,FⅡ-1工程）
0.15㎢の実施
（総括評価）
・玉川6区～１１区0.93㎢
・宮川１区0.15㎢

（R4・総括評価共通）
第７次十箇年計画で糸魚川静
岡構造線上の宮川・金沢地区
を選定。
実施地区を「防災減災対策エ
リア」へ移行、宮川地区へ計画
区域を変更したが、宮川１区
（新井）は河川氾濫区域で防災
のランクが低く、補助率を抑え
られた。

5
地籍調査対策
（4）

参加延べ人数


